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新型コロナウイルス感染症の治療に従事した医
療従事者に対して手当を給付した32病院へ補助
金を交付し、医療体制が確保されるよう努めた。

健康福祉部

新型コロナウイルス感染症患者を受け入れた6病
院に対して、医療従事者がホテル等に宿泊する経
費を補助した。

健康福祉部

②
子どもたちの豊かな心を育む
　～小・中・高校生へのふるさと体験学習などの推進～

地域課題を発見・解決する探究的学習や情報発
信・実践等の活動を通して、ふるさとに対する誇り
と愛着の育成に取り組みます。

大学や企業、海外の関係機関等と連携した教育
カリキュラム等の研究・開発などを行った。探究的
な学習を通して、高校生が自発的に地域課題と向
き合い、発表や情報発信等の実践を通して、地域
の魅力向上について深く考えることができた。

教育委員会 229 5,272,000

③
空・宇宙への挑戦！
　　～空宙博（そらはく）を拠点とした子どもの夢づくり～

国内唯一の航空と宇宙の本格的な専門博物館
「岐阜かかみがはら航空宇宙博物館」（愛称「空
宙博」）を活用し、子どもたちに航空宇宙への挑戦
の歴史と感動の物語を伝えます。

子どもたちに航空宇宙への関心や興味を持っても
らうため、専門家による講演会や特別企画展、体
験教室の開催等、国内唯一の航空と宇宙の本格
的な専門博物館に相応しい取組みを行った。

商工労働部 44 760,000

④
誰もが住みやすい福祉のまちづくりを推進
　　～障がい者、高齢者等の社会参加を支援～

障がい者や高齢者など誰もが住みやすい社会づ
くりを目指し、商業施設や公共施設等における「ぎ
ふ清流おもいやり駐車場利用証制度」の推進に
取り組みます。

障がい者等用駐車場の適正利用を図るため、「ぎ
ふ清流おもいやり駐車場利用証制度」として、車
椅子使用者用駐車区画に加えて、障がい者等用
駐車区画（プラスワン区画）を設け、条件に該当す
る希望者に利用証を交付した。

健康福祉部 46 942,112

⑤
CFS（豚熱)対策の充実・強化
　～農場の経営再開等を支援～

ＣＳＦ（豚熱）の危機管理対策を充実・強化し、誰も
が健やかで暮らしやすい地域づくりを支援します。

豚熱発生農場のうち、経営再開に目途がついた
県内５農場に対し、飼育休止に伴って必要となっ
た設備等の再稼働前点検及びメンテナンス経費
を支援することで、発生農場の経営再開を促進し
た。また、非発生農場も含む、７農場に対し、消毒
資材や小動物侵入防止資材の購入を支援するこ
とで、県内養豚農場の衛生管理レベルが向上し
た。

農政部 26 570,000

⑥
子育て世帯を応援
　　～多子世帯の保育料負担軽減などを支援～

第３子以降の保育料負担の軽減などにより、子育
てしやすく、女性が活躍できる環境の整備に取り
組みます。

市町村が保育所等に通う第３子以降の児童に係
る保育料及び副食費の無償化を実施する場合に
その費用の一部を県から補助した。県内37市町
村に居住する児童について、以下のとおり無償化
し、多子世帯に対する経済的負担の軽減を図っ
た。　471人の保育料（3歳未満児）、656人の副食
費（3歳以上児）

健康福祉部 54 1,430,000

⑦
介護職員の離職を防ぐ
　　～介護人材の定着を促進～

妊娠・出産・育児を理由とした介護職員の離職を
防止することなどにより、介護サービスを支える人
材の確保、定着に取り組みます。

8件に対して補助し、産休・育休を取得した職員が
介護現場に復帰する支援を行った。

健康福祉部 35 650,000

⑧
子どもの貧困対策を推進
　　～子どもの居場所づくりなどを支援～

生活困窮世帯やひとり親家庭の子どもなど、支援
を必要とする子どもなどを対象にした食事の提供
を通じた居場所づくりに取り組みます。

生活困窮世帯やひとり親家庭の子ども等、支援を
必要とする子ども等を対象にした食事の提供を通
じた居場所づくりとしての子ども食堂を、開設又は
運営する団体を支援する９市町村に対し、補助金
を交付した。

健康福祉部 64 1,570,000

⑨
災害から地域を守る
　　～消防団員確保の取組みを応援～

消防団員確保に取り組む企業を支援することで、
特に団員確保が困難な過疎地域での団員の増加
を図り、地域防災力の強化に取り組みます。

過疎地域の消防団員を新たに雇用し、地域防災
力の強化に貢献いただいた１７企業に報奨金を交
付した。新たに２１名の団員が過疎地域の消防団
に入団した。

危機管理部 29 595,000

⑩
ふるさとの文化を伝え守ろう
　　～伝統文化の保存と伝承～

地歌舞伎、文楽・能、獅子芝居の保存・振興に取
り組む団体を支援し、古くから受け継がれている
貴重な文化の伝承に取り組みます。

地歌舞伎、文楽・能、獅子芝居の保存・振興のた
めの大会や伝承教室を行う保存・振興団体に対し
て、その費用の一部を県が補助した。

・地歌舞伎伝承教室を３１１回実施。参加団体は
延べ２５団体、参加人数は延べ２４４２人。
・文楽・能伝承教室を１０５回実施。参加団体は６
団体で、参加延べ人数は５５６人。

環境生活部 39 1,200,000

⑪
清流を守り、活かし、伝える
　　～清流長良川あゆパークを活用した地域の魅力発信～

世界農業遺産「清流長良川の鮎」について学べる
体験施設「清流長良川あゆパーク」の活用促進に
より 、長良川の環境、生活、文化などを発信しま
す。

清流長良川あゆパークに10万6千人が来場し、県
内小学校、中学校、高校の80校に対して世界農
業遺産「清流長良川の鮎」について学べる体験学
習企画を体験する機会を提供し、長良川の環境、
生活、文化などを発信した。

農政部 56 1,310,000

⑫
２０２０大会を追い風としたスポーツ振興！
    ～東京2020大会の盛り上げ～

将来的に日本代表選手になる可能性を秘めた若
手選手を指定し、大会出場・海外遠征等の経費な
どを補助することでアスリートの育成に取り組みま
す。

オリンピックアスリート強化支援事業費では77人、
パラリンピックを目指すアスリート強化支援事業費
では14人を強化指定し、東京2020大会へ向けた
強化事業を実施した。(東京2020大会は2021年へ
延期)

清流の国推進部 2 20,000

⑬
FC岐阜を応援
　　～FC岐阜の活動支援～

県民に夢と感動を与える本県唯一のプロスポーツ
チームＦＣ岐阜を支援します。

メイン自由席（小中高）1,925枚、メイン自由席（一
般）250枚を購入し、児童養護施設の子ども達や
障がい者アスリート等をＦＣ岐阜ホームゲームに
招待。地域スポーツの振興とＦＣ岐阜の活性化に
寄与。

清流の国推進部 19 1,146,000

⑭
「和牛日本一」奪還へ！
　　～飛騨牛ブランドの強化～

令和４年に開催される全国和牛能力共進会鹿児
島県大会での和牛日本一を目指し、最新の技術
を駆使し出品牛づくりに取り組みます。

選抜された高能力の母牛から受精卵を採取し、受
精卵移植、人工授精などにより高能力の子牛を
生産した。今後、ゲノム育種価の解析結果及び発
育状況により、出品候補牛の選抜を行う。

農政部 17 490,000

⑮

関観光ビッグイヤーを契機とした交流の拡大
　　～関ケ原古戦場や「麒麟がくる」を核とした戦国武将観光の推
進～

武将や東西対決をテーマとしたイベント・プロモー
ションの展開や、観光客受入環境の整備により、
関ケ原古戦場の魅力の発信と向上に取り組みま
す。

令和2年10月に岐阜関ケ原古戦場記念館オープ
ンを迎え、オープニングイベント及び同館を核とし
た広域周遊観光推進に向けたプロモーションを
行った。

商工労働部 4 40,000

⑯
美しい自然を次世代へ
　　～清流の国ぎふの自然環境の保全～

緑豊かな「清流の国ぎふ」づくりのため、奥山林等
の間伐や有害鳥獣対策、里川保全や「ぎふ木育」
等に取組みます。

清流の国ぎふ森林・環境税を活用した、２８事業
について実施・支援し、緑豊かな清流の国ぎふづ
くりを推進した。
（支援事業の例）
・水源地域や渓流域、急傾斜地等の森林につい
て公益的機能の維持増進を図るため、市町村や
林業事業体等が行う間伐への支援【環境保全林
整備事業】
・清流の国ぎふ森林・環境税の趣旨に則って、市
町村が特に必要と考える事業の支援【清流の国
ぎふ市町村提案事業】

林政部 63 1,891,270

⑰ 岐阜県のためになるなら何でも支援
豊かなふるさと岐阜県をつくるための様々な取組
みに、有意義に活用させていただきます。

― 総務部 294 7,217,000

⑱
災害支援
　　～令和２年７月豪雨被害の復旧・復興を支援～

令和２年７月８日に発生した大雨災害による甚大
な被害の一日も早い復旧・復興に向け全力で取り
組みます。

令和2年7月豪雨災害により住宅被害を受けた世
帯への6市町（岐阜市、高山市、瑞浪市、下呂市、
八百津町、白川町）の支援金支給事業に対し、補
助金を交付しました。

危機管理部 428 8,987,339

2,041 54,585,222

20,494,501

寄付金受入額
（円）

①
ストップ新型コロナ！がんばろう岐阜
　～地域のためにがんばる医療関係従事者を応援

新型コロナウイルス感染症が県民生活に大きな
影響を及ぼす中、感染者の診察や治療に従事す
る医師、看護師等を応援するため、手当の給付な
どにより支援します。
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